
四国学院大学が求める学生像（アドミッション・ポリシー：入学者受入れ方針）
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※秋季入学募集要項・編入生募集要項・大学院生募集要項は、別途資料請求してください。
※本学は、身体障害者受け入れ体制の確立に向けて、できる限り努力しておりますが、多くの不備な点があるのも事実です。本学としては、
志願者が本学の身体障害者受け入れ状況の実態を確認され、充分了解された上で出願されることを強く希望します。そのため本学にて
事前面談を実施しておりますので、必ず事前に入試課まで連絡し、予約の上、出願する1ヶ月前までに来学ください。

2027年度　募　集　人　員　

出願資格
次のいずれか一つの条件に該当していること。
⑴　高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者、および2027年3月卒業見込みの者。
⑵　高等学校以外の教育機関において通常の課程による12年の学校教育を修了した者、および2027年3月修
　了見込みの者。
⑶　学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められ
　た者、および2027年3月31日までにこれに該当する見込みの者。

　　上記に該当する者は次の通りである。
　　ア．外国において、学校教育における12年の課程を修了した者、および2027年3月31日までに修了見込
　　　みの者、またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの。
　　イ．文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程
　　　を修了した者、および2027年3月31日までに修了見込みの者。
　　ウ．専修学校の高等課程（修業年限3年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも
　　　のに限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者、およ
　　　び2027年3月31日までに修了見込みの者。
　　エ．文部科学大臣の指定した者。
　　オ．高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規定による大学
　　　入学資格検定に合格した者を含む）および2027年3月31日までに合格見込みの者。

　　ク．本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め
　　　た者で、18歳に達した者。

学部 学　　科 定員 学校推薦型選抜
一般選抜
+

大学入学共通テスト利用選抜
総合型選抜

現代
教養 現 代 教 養 80 40 20 20
社会
福祉 社 会 福 祉 60 30 10 20

社会 カルチュラル・
マネジメント 60 30 10 20

合　　　　　計 200 100 40 60

̶2̶

全学部共通ポリシー
四国学院大学は、世界の多様性を理解し、他の人 と々ともに生きることを求め、そして実践する力を身につけたいと志す入学者を広く
受け入れようと考えています。
本学は、世界のモノと人、森羅万象を単純化して整理することを避け、それらの違いと真理を探究することが重要であると考えていま
す。そのために、歴史や文化が異なる他の人 を々理解する感性を研ぎ澄まし、自らの尊厳と他の人への尊厳を同時に共に学ばなけれ
ばならないとも考えています。さらに、その共に生きることへの学びは、実践への準備が整ってこそ意味があります。特に、キャンパスをは
じめとした具体的な地域社会での生活と未知で広大な国際社会での生活、この両方の生活空間をカバーする柔軟な視野を修得す
ることが第一に要請されます。建学の精神であるキリスト教の根幹は、世界の多様性を学び、他の人 と々の共存の術を身につけ、実践
することにあります。
なお、多様性および共存の術の実践を重視する観点から、本学に入学する以前に、可能ならば、学校あるいは地域社会において、何
らかのボランティア活動または課外活動の経験を持っていることを希望しています。
以上の全学部共通の入学者受け入れ理念にもとづき、入学者選抜においては、知識、学的スキルのみならず、思考の深みと豊かさ、
判断力、表現能力、そして、主体性に裏づけられた協働指向性と異者の受容性を基準として設定しています。具体的には、記述試験
に加えて、入学者それぞれの個性や長所、潜在能力等を多角的に評価するためのグループワークやインタビュー等の評価方法も活
用していきます。

各学部学科ポリシー
本学の各学部が受け入れを行う者に要請し、期待する人間像あるいは事項は、以下である。

＜現代教養学部現代教養学科＞
現代教養学部では、幅広い知識を身に付けることを通して真理を探究する強い関心を持ち、その関心への学びを通して現代社会を
生き抜く知恵と力を身に付けることに深い関心を持つ人を本学部の学生として受け入れたいと思います。本学部では、「日本語・日本文
学」、「哲学・キリスト教学」、「歴史学・地理学」、「英語・英米文学」、「平和学」、「学校教育」、「現代韓国学」という専攻領域（メジャー
／マイナー）を設置しています。そうした専攻領域におけるさまざまな知識を理解するだけでなく、自らの実践の糧として活用していこう
とする受験者の受け入れを基本に考えています。
入学者選抜においては、上記の専攻領域に関係する知識、学的スキルのみならず、思考の深みと豊かさ、判断力、表現能力、そして、
主体性に裏づけられた協働指向性と異者の受容性を選抜の基準としています。
　
＜社会福祉学部社会福祉学科＞
社会福祉学部では、多様な価値観を持つ人々の生活を柔軟かつ真摯に受け止め、誰もが当たり前に暮らすことのできる社会実現の
ために目的意識を持って社会福祉を学び、将来的には、地域福祉、子ども福祉、高齢者福祉、障害者福祉、医療福祉、国際福祉等の
各領域の実践現場や研究分野に積極的に貢献しようとする者を受け入れたいと考えています。本学部では、「社会福祉学」「心理
学・カウンセリング」「地域社会と福祉実践」「精神保健と福祉」「子ども福祉」「スクールソーシャルワーク」の専攻領域（メジャー／マイ
ナー）を設置しています。
入学者選抜においては、上記の専攻領域に関係する知識、学的スキルのみならず、思考の深みと豊かさ、判断力、表現能力、そして、
主体性に裏づけられた協働指向性と異者の受容性を選抜の基準としています。
　
＜社会学部カルチュラル・マネジメント学科＞
社会学部では、多様で複雑な現代社会を様 な々視点から理解することにつとめ、そのための理論及び体験を通して学修した成果を
地域社会に還元し、地域社会の活性化に貢献しようとする者を受け入れたいと思います。本学部では、「社会学」「メディア＆サブカル
チャー研究」「観光学」「身体表現と舞台芸術」「舞台技術・公演」「演劇ワークショップ実践」「国際文化マネジメント」「経営と情報加
工」「ベースボール科学」「健康・スポーツ科学」「アスリート科学」の専攻領域（メジャー／マイナー）を設置しています。
入学者選抜においては、上記の専攻領域に関係する知識、学的スキルのみならず、思考の深みと豊かさ、判断力、表現能力、そして、
主体性に裏づけられた協働指向性と異者の受容性を選抜の基準としています。

【アドミッション・ポリシー（入学者受入れ方針）】
本学の建学理念にもとづき、以下のアドミッション・ポリシー（入学者受入れ方針）をそれぞれ定める。

Ⅰ 

Ⅱ  

⑷　学校教育法施行規則第154条の規定により、高等学校に文部科学大臣が定める年数以上在学した者に
準ずる者。
　上記に該当する者は次の通りである。
　ア．中等教育学校の後期課程、特別支援学校の高等部又は高等専門学校に2年以上在学した者。
　イ．外国において、学校教育における9年の課程に引き続く学校教育の課程に2年以上在学した者。
　ウ．文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設（高等学校の

課程に相当する課程を有するものとして指定したものを含む。）の当該課程に2年以上在学した者。
　エ．文部科学大臣が別に指定する専修学校の高等課程に文部科学大臣が定める日以後において2年以上

在学した者。
　オ．文部科学大臣が指定した者。
　カ．高等学校卒業程度認定試験規則に定める試験科目の全部（試験の免除を受けた試験科目を除く。）につ

いて合格点を得た者（旧規程に規定する受検科目の全部（旧検定の一部免除を受けた者については、そ
の免除を受けた科目を除く。）について合格点を得た者を含む。）で、17歳に達したもの。

カ.学校教育法第90条第2項の規定により大学に入学した者であって、高等学校卒業程度認定審査規則
による高等学校卒業程度認定審査に合格した者。

キ.学校教育法第90条第2項の規定により大学に入学した者であって、当該者をその後に入学させる大学
において、大学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの。

●取得できる資格・免許、履修できる課程及び実習の条件は、所属学部・履修科目・入学後の選抜結果等により異なります。資格取得を希望する
場合は、出願前または入学手続前に本学へ確認してください。


